cnkilLife

HmE: BFXVYFE/ Y n—F ik
H 4 0% &S: AMRe86900

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E
#=F
L7}
NyIT7P—

kS

F5H

FIREE
HTE

nIRIER

BIEFR
RI&
BZFID
SwissProt ID
RER

Al
Bt

ERA DY EE/ Y O—FIIHUR

SEE

WB,IHC

NG

E[=2544

REIE

I9G

®/80—F+)L

RIR

1.9mg/ml, AEROEEEOY M&L->TERBBENHY T,
7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
0,

KER
50mM fUXG Yy (pH74) . 0.15M NaCl, 40%% )to—J. 0.01%7 o+ tU D
L, 0.05%fRESR VN BERACHRCTRHASNEY. ZEAL L 12 yBERETY.

FT4 =T 1 —FER

WB 1:2000-1:20000,IHC 1:200-1:1000

Calculated MW:55 kDa; Observed MW:60 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、血液凝固カスケードのビタミンK依存性凝固因子Xをコードしています。この因子は、複数の処理段階を経て、そのプレプロタンパク質がトリペプチドRKRの切除によって成熟した2本鎖型に変換されます。この因子の2本の鎖は、1つ以上のジスルフィド結合によって結合しています。軽鎖には2つのEGF様ドメインが含まれ、重鎖には他の止血性セリンプロテアーゼのものと構造的に相同性のある触媒ドメインが含まれています。成熟した因子は、活性化ペプチドが第IXa因子（内因性経路）または第VIIa因子（外因性経路）によって切断されることによって活性化されます。活性化された因子は、血液凝固中に第Va因子、Ca+2、およびリン脂質の存在下でプロトロンビンをトロンビンに変換します。この遺伝子の変異は、重症度が様々な出血性疾患である第X因子欠乏症を引き起こします。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成され、同様のタンパク質分解処理を経て成熟ポリペプチドが生成される可能性がある。[RefSeq提供、2015年8月]
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	1:1000 の濃度で第 X 因子ウサギモノクローナル抗体を使用して、ヒト胎児肝臓組織抽出物のウェスタン ブロット分析を行いました。

